【10】都市の誕生―文明の発生―

1． 都市の誕生

1 集団の広域化

2 直接生産に関わらない仕事の発生

3 職業の多様化

4 交換経済の発生

5 輸送手段の発達

6 防衛体制の強化

7 都市国家の形成

2． 国家（ステート）の形成

1 都市を中心に周辺社会を併合

2 中央集権化と階級社会

3 行政組織の組織化

4 微税制度の導入

5 貨幣の誕生

6 軍事組織の整備

7 大規模公共事業および施設
（ピラミッド、宗教施設）

3． 文明の発生

1 建築・土木・治水技術

2 金属技術

3 医療技術


（民間医療⇒切断技術）

4 食品加工技術

5 暦の誕生

6 氏名および地名の誕生
（税金徴収のため）

7 文字の誕生

4． 初期の文明

1 メソポタミア

2 エジプト

3 インド

4 中国

5 アンデス

6 メソアメリカ

7 クレタ

5． 文明発生の条件

1 狩猟・採集生活が不可能

2 農耕

3 自然地理条件

4 余剰生産物

5 自然の障害

6 人口密度

7 文字の存在

紀元前3500年～メソポタミアに最初の文明が確認される～エジプト文明～紀元前3000年～インド最初の文明～紀元前2500年～クレタ文明～紀元前2000年～中国最初の文明～紀元前1500年～メソアメリカ文明

６．文字誕生の理由

1 技術および知識の複雑化

2 記録と伝承

3 所有

4 税の徴収

5 法の記述

6 契約

7 命令の伝達

７．宗教が果たした役割

1 世界観の提供

2 現世利益の約束

3 価値観の共有

4 規範の提供

5 行動指針の提供

6 集団の結束性

7 利他性

8 裁判システム

9 自己肯定性

10 所属集団への肯定性

11 幸福感

12 来世への信仰

13 来世利益の約束

14 支配システムの強化

結論

1)市の存在が、文明を発生させた。

2)都市はやがて国家としてのその形を変えていった。

